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第７２回卒業証書授与式 

 ３月１０日、本校第７２回目の卒業証書授与式を挙行しました。１１名の来賓の皆様にご臨席いただ

き、今年度唯一の３年生清水楓羽さんの卒業を見届けていただきました。ご祝辞やお祝いの言葉のほか、

たくさんの皆さまから志学ならではの温かい見送りをしていただき、卒業生の門出に華を添えていただ

きました。楓羽さんは志学での学びに応えるべく、新たな舞台でがんばってくれるものと期待していま

す。 

校長式辞（下左）、在校生送辞（下右）、卒業生答辞（右ページ）を掲載します（いずれも一部を抜粋）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前略）楓羽さん、ご卒業おめでとうございます。（中略） 

 楓羽さんにはもう一つ、私が心動かされた場面がありました。そ

れは去年夏、楓羽さんにとって最後の県総体です。 

県総体への出場を目指し、砲丸投げに取り組みました。やれるの

ではないかと期待されて選んだ種目でしたが、決して簡単ではあり

ませんでした。トラックをひたすら走り続けるチームメイトを横目

に、重い砲丸を何十回、何百回投げ続けました。投げても、投げて

も距離が伸びない。割と早い段階で一旦はクリアした８メートルも、

以降なかなか砲丸は越えてくれません。教頭先生との一対一の練習

は毎日暗くなるまで続きました。 

そうして迎えた県総体本番。三回の試技が与えられます。家族や

仲間の声援を受け、集中力を高めて懸命に投げますが、目標の８メ

ートルには及びません。 

最後の一投…。 

記録が有効であることを示す白旗があげられ、記録を告げるボー

ドに８メートル９センチの記録が表示されました。一緒に応援して

いた先生方と大きな声を出して喜びました。教頭先生は涙で楓羽さ

んのがんばりを讃えました。記録は入賞を叶えるものではありませ

んでしたが、結果が出ない苦しみを、苦しんでいる楓羽さんの姿を

知っているから、それはあたかも優勝したかのような喜びとなって、

応援する人たちの心に広がったのです。あの時の光景を、私は忘れ

ることはありません。本当に感動的なワンシーンとなりました。  

本日、９年間の義務教育を終え、新しいステージに足を踏み出そ

うとしている楓羽さんに、これから先の人生を切り開いていく上で

大切にしてほしいことを一つだけお話したいと思います。 

それは「自分の長所や持ち味って何だろう？」と考えて、「自分が

勝負できるものを見つけてほしい」ということです。（中略） 

楓羽さんには優れた点がいくつもあると思います。すぐに思いつ

くのが、誰にでも気さくに話しかけ、笑顔で接することができるこ

とです。私が去年の４月に初めてここ志学に来て、最初に話をした

生徒が楓羽さんでした。玄関前にクルミの実が落ちていて、それに

ついて話をしました。初対面の私に、明るく、ニコニコしながら相

手をしてくれ、「感じのいい生徒がいるな」と思ったことをよく覚え

ています。ほかにも楓羽さんには優れた点がたくさんあります。（中

略） 

明日から新たな一歩を踏み出す楓羽さん。これから歩んでいく未

来は、苦しいことも楽しいことも、たくさん待ち受けています。ど

うか「自分らしさをもち続けること」、「自分の長所で勝負すること」

を心に留め、自分のペースでしっかりと歩みを進めて行って 

ください。私たちは、いつまでも楓羽さんを応援しています。（以下

略） 

暖かい春の日差しに、ここ志学の桜もつぼみをつけ始める頃

となりました。今日、いよいよ楓羽さんが志学中学校から巣立

たれる時となりました。ご卒業おめでとうございます。在校生

一同、心からお祝い申しあげます。 

楓羽さんは、入学したばかりで慣れない中学校生活に不安を

抱えていた私に、優しく声をかけてくださいました。給食当番

で小学校との仕組みの違いに戸惑っていたら、すぐに気づいて

分かりやすく丁寧に教えてくださいました。十分休憩で一人教

室にいると、さりげなく声をかけてくださいましたね。私たち

の小さな変化に目を向け、温かい言葉をかけてくださる楓羽さ

んの優しさを、私も見習っていきたいと思います。 

運動会では、練習の時に小学生、中学生に指示を的確に出し

ていてかっこいいなと思いました。応援練習では小学生に丁寧

に教えている姿が思い出されます。楓羽さんの優しさ、温かさ

がとても感じられました。また、ご自身も元気よく大きな動き

で、笑顔いっぱいでダンスをしておられたことが印象に残って

います。 

文化祭では、楓羽さんの提案で、例年行っている劇に加えて、

合唱に挑戦しました。楓羽さんは合唱のリーダーとして日々の

練習をリードしてくださいました。楓羽さんの歌声に励まされ

て、私たちもステージで堂々と歌うことができました。また、

私が劇のリーダーとして上手くみんなに指示ができなかった

り、アドバイスができなかったりしたとき、率先して意見を出

してくださいました。楓羽さんのリーダーシップで、今年の文

化祭も素敵な発表を披露することができました。 

部活動では準備や声がけを率先してやっておられ、楓羽さん

の姿から部活動への取り組み方を学ぶことができました。常に

私たちのことを気にかけてくださり、分からないことがあれば

優しく教えてくださいました。専門種目として取り組まれた砲

丸投げでは、標準記録の突破に向けて、熱心に練習を重ねてお

られました。五月の記録会で突破し、大喜びしておられる楓羽

さんの姿から、努力を重ね、目標を達成することの素晴らしさ

を教えていただきました。 

これまでの学校生活を振り返ると、楽しい思い出だけでな

く、大変なこと、辛いこともあったと思います。でも楓羽さん

はいつも明るく、優しく、温かい、私たちの頼れる先輩でした。

そんな楓羽さんが卒業されるのは寂しいですが、今まで教わっ

てきたことを胸に、今度は私たちが志学中学校を引っ張ってい

きます。そしてこの学校をより笑顔と活気のある学校にしてい

きます。楓羽さん、卒業された後も、この学校で学んだことや

思い出を忘れず、夢に向かって歩んでください。 



学校評価結果 
今年度も学校評価にご協力いただき、ありがとうございました。

生徒、保護者、教職員の評価結果ならびに、学校関係者評価とし

て、先日の学校運営協議会で委員の皆様からいただきました評価、

ご意見を裏面に掲載しております。学校では早速この評価結果を受

け、担当分掌にて改善計画について話し合い、その内容も掲載して

おります。今後とも、学校教育活動に対しまして、忌憚のないご意

見を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回学校運営協議会 

今年度３回目となる学校運営協議会を開 

催しました。年度最後となる今回は、学校 

評価の結果とその結果を受けて学校が打ち 

出した改善計画について、評価やご意見を 

いただくことが主な内容です。委員の皆様 

からいただきましたご意見は、今年度の学 

校評価と合わせ、裏面に掲載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 

24 月 修了式 離・退任式 

4/4 金 PTA役員会 

8 火 着任式・始業式 

9 水 入学式 

10 木 新入生歓迎会 

17 木 全国学力調査（３年） 

一年生の時に、先輩に言われたことがあります。「三年生の時が一番早く学校生活が進むよ。」そう言われて私は驚いて、「本当な

の？」と聞き返したことを今でも覚えています。そして今、その先輩の言葉は本当だったと感じます。 

一年生の時は、久しぶりに会った先輩方と初めて会った先生方と学校生活を送ることがすごく楽しみでした。夏休みに熱がでた時

に、運動会準備だけは行きたいと思い、熱が下がってすぐに行ってきますと言い家を出たことを今でも覚えています。二年生では、

修学旅行や職場体験などの行事をとおして、「周りの人とのかかわりが大切」ということを学びました。北三瓶中のみなさんと笑顔で

コミュニケーションをとることで、仲良くなることができ、楽しい時間を過ごすことができました。三年生になってからは、生徒会

長になり、高校受験も控えていて、たくさんのやらなければいけないことが増えてとても大変でした。また、始めはみなさんと馴染

めず、何度もぶつかってくじけそうになりましたが、今では在校生のみなさんと楽しく過ごすことができてうれしく思っています。

大変なこともありましたが、今になっては良い思い出になっています。    

生徒会長になってから、生徒会の話し合いで、何度もつまずいたけど、みなさんが意見を出してくれたおかげで、話し合うことが

でき、いろんなことを楽しく進めることができました。来年も人数は変わらないので、大変なこともあるかと思いますが、みなさん

で協力して頑張ってください。 

先生方。授業や、部活動、生徒会でたくさんお世話になりました。授業などでわからないところがあれば、詳しく、分かりやすく

教えてくださり、たくさん笑って学ぶことができました。そして、面接練習、作文練習では、たくさんアドバイスをしていただいた

おかげで、無事合格内定をいただきました。私は高校に行ってもたくさんのことにチャレンジしていきます。三年間ありがとうござ

いました。 

地域のみなさん、小さい頃からお世話になりました。中学校では、ＳＳＴや学校行事などでたくさん支えていただきました。これ

から私も志学地域に貢献していきたいです。これからも、よろしくお願いします。 

家族のみんなには、今までいろんなことで支えてもらいました。特におばあちゃんは、仕事が忙しい中、孫育てをしてくれました。

陸上大会の時などでは、朝早くからお弁当を作ってくれたり、どれだけ疲れていても、試合を必ず見に来てくれたりしました。高校

に行ってからも、たくさん迷惑をかけると思いますが、これからも、よろしくお願いします。 

志学中学校の三年間で、私はいろいろなことを学び、成長できたと思います。以前は新しいことに取り組むことが苦手だったけれ

ど、今は不安に思うことも少なくなったので、高校では、たくさんのことに自分らしく、楽しく取り組んでいきたいです。在校生の

みなさん、先生方、地域のみなさん、家族のみんな、今までほんとうにありがとうございました。そして、これからもよろしくお願

いします。 

 

 

 

 

 

予餞会 

卒業する楓羽さんに楽しんで 

もらおうと新生徒会メンバーで 

準備し、３月７日に開催しまし 

た。みんなで一緒に大笑いした 

り、昔の写真にほのぼのしたり 

と、温かな時間を共有できまし 

た。卒業生はもちろん、他の生 

徒たちにとってもステキな思い 

出の１ページになったことと思 

います。 


